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ＩｏＴ技術を活用した新たなノリ養殖支援

システムの構築
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（１）ノリ漁場へのIoT観測機器の設置例
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（２）浮き流し漁場での活用事例
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（３）支柱漁場での活用事例 （４）その他の期待される活用方法

養殖開始

水温上昇、停滞

養殖開始日の決定

異常潮位の把握（網高の調整）
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クロロフィルのモニタリング（色落予察の可能性）

浮き流し式、支柱式の設置が可能

養殖開始水温（18℃）付近で
アクセス数が増加

異常潮位（高潮位）の発生

異常潮位の発生時に
アクセス数が増加

色落ちが発生
する前に植物
プランクトンの
増殖を捉えた
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色落ちの発生

令和4年1月19日に
確認された色落ちノリ

ノリ養殖は、気象や海況によって生産状況が大きく左右されるため、漁場環境の変化を養殖業者が

正確かつ迅速に把握しながら集団で管理を行うことが安定生産のカギとなります。

独立行政法人国立高等専門学校機構鳥羽商船高等専門学校及び株式会社アイエスイーと共同で、

IoT技術によってノリの養殖管理に役立つ漁場環境データ（水温、潮位など）をリアルタイムでモニタリ

ングし、養殖業者がスマートフォンなどで情報を確認できるシステムを開発しました。また、実際に漁場

でノリ養殖管理に活用されました。


